
     ４ 校内研究の活性化に向けて 

    ■ 研究会の到達目標を明確にする 

    手法を取り入れることが目的にならないよう、研究会のゴール（何がねらいか、どこ

まで話し合うのかなど）を明確にし、共通理解してから会を始めましょう。 

  ■ 各自が課題意識や視点をもって研究会に臨む 

    事前に研究会の趣旨を共通理解する、指導案や資料に目を通す、協議の柱について意

見をまとめておくなど考慮し、全教職員が主体的に参加できるよう準備をしまし   

ょう。 

  ■ ワークショップ形式の研修を工夫する 

    アイスブレイク等で話しやすい雰囲気を作る、ワークシートや付箋紙を活用し、意見 

   を出し合う、小グループ（年齢・学年・得意分野・   

         研修履歴等のグループ分け）で話し合うなど、研修 

   方法を工夫しましょう。 

   （資料編、「元気の出る校内研修の手引き」参照） 

  ■ 研究会で確認したことや評価したことを 

   共通理解する 

    小さな変容や進歩が実感できるように、短期間で 

   めざすものをスモールステップにしましょう。 

    取り組みやすいところ、変化が見えたところから 

   肯定的に評価し、教職員に発信しましょう。 

 

 校内研究会 活性化のための取組 

研究だより等を通して、次の日からの 

共通実践につなげていきましょう。 

授業研究会を中心とする校内研修の意義 

 校内研修の大きな柱の一つは「校内研究会」です。その中でも特に「授業研究」は、

授業改善に直接結びつくものです。 

序編 

 

 

◆よりよい授業へのヒントを得ること

ができる。 

◆他の先生の授業を観ることで、自分

の授業を子どもの目線で振り返るこ

とができる。 

◆他の先生に授業を観てもらうこと

で、新たな気付きが得られる。 

 

 

◆教師間のコミュニケーションが円滑に 

 なり、よりよい人間関係を築くことに 

 つながる。 

◆課題の共有化が図られ、その解決に向

けて協働して取り組めるようになる。 

◆教師集団としての意識が高まり、学校

の活性化につながる。  

 授業力を高める  同僚性を高める 


